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石川県立自然史資料館 郵



企遇展 声けく‖rノ酌1瀧!拘
2024年

7月 20日 (■ ) 10弓 27B(日 )

石川県最大の河川である手取川の流域には多くの水辺の植物がみられ、希少な絶減危惧種にとって貴重な生

育地になつています。手取川の豊かな環境をささえているのは、自然による「攪乱 (かくらん)」 で魂 雨が多く降る

と、川岸が水に沈んだり、流されたり、土砂で埋もれたりして、大きく環境が変化―攪乱―しま丸 捐乱が自然に起

こるF泉境に合わせ、たくさんの河川の生きものが命を育んでいま丸 近年、河川ではダム建設により自然攪乱が減

つていま魂 自然攪乱が起こる河川環境に生育する植物の居場所はどんどんなくなつてしまいました。その一方で、

改修工事や開発などによる人工的な攪乱は増えていま丸 手取川の自然は、この数十年で大きく変わりました。

自然史資料館には、手取川流域で採集された多数の植物標本が収蔵されています。その大半は、川原健彰

(かわはらとしあき)さんという方が採集した標本で魂 サ|1原さんは、手取川ダムという大規模ダムの建設直後に

あたる約40年前に手取川の植物調査を実施しました。詳細な河畔植生の調査記録と採集標本が残されている、

全国的に見ても稀有な事例で曳

本企画展では、川原さんによる調査報告と共に2022年から実施している「手取川環境総合調査 *」 の樹木・植

物班の調査結果から、手取川の植物がどのように移り変わつてきたのかを紹介します。手取川流域に遺された

石川県の宝ものである植物の昔と今を伝えます。
*北國新間創刊130年記念事業の一貫として実施

手取 |||の 水辺の植物観察会
10月 26日 (土 )10:00～ 12:00

対象 :小学生～大人 定員 :20名  要申込 。電話9/26～ 無料
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● 駐車場完備 (大型バス駐車可)

●路線バスひ利用時

金沢駅東ロバスターミナル

『9ゝ5北陸大学太陽が丘ゆき』  口2湯涌温泉ゆき』

陣 】ヒ陸大学薬学部ゆき』   『12】と陸大学薬学部ゆき』
→ロヒ陸大学太陽が丘下車】 口2】と陸大学太陽が丘ゆき』
→徒歩約 10分         →【銚子口下車】

→徒歩約10分
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